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ＨＰＬＣによる蛍光増白剤の光分解過程の分析
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被　　服

　［目的］蛍光増白剤の光分解機構を解明する手段として報告されているものには、露光液

の吸収スペクトル測定や露光液を薄層クロフ｡トにかけ光分解生成物を分離する方法などが

あるが、光分解によって生成された光分解中間体の個々のスペクトル特性や蛍光特性に関
する情報についての報告はまだ不十分である。‘そこで本報では洗剤用蛍光増白剤の光分解

生成物についてＨＰＬＣによる紫外・可視分光光度検出器。分光蛍光検出器、フォトダイ

オードアレイ紫外検出器等による分析を試みた。

　［方法］蛍光増白剤としては市販の衣料用洗剤に含有されているビススチルペン型のもの

　(FWA-1とする）を使用し。この水溶液を石英製三角フラスコに注入し、栓をして、恒温

槽の中に設置されている光照射装置（TAITEC製LX-3000）の中で露光した。露光液の分析
には、島津高速液体クロマトグラフ（LC-9A、SPD-6AV.SPD-M6A、CR-4A）｡0DS-2201-N

　（6φ×200rain）センシュウ科学㈱製パックドカラム、溶m液としてはアセトニトリル／メ

タノール／0.05Mリン酸ニアンモニウム（30:10:60）を用いた。　＼

　［結果］FWA-1の1.0%水溶液を30 °Cにて15日間露光したところ。露光前のサンブルではRt

8.76分に１つのピークが出現したが、5および15日間露光したサンブルではこのピークは

それぞれ露光前の35%および8%に減少していた。また、5および15日間露光したサンプ

ルでは8.76分以外にRt 4.74分（A）、5.60分（B)、7.13分(C）、14.38分（D）を含む新しいピー

クが４つ以上出現した。A, B、C、Dそれぞれのピーク面積は５日間が2974.765、1488、

4365、15日間が1250、533、481、5589であった。

2Ra－2 蛍光増白剤のパステル色調染色物への影響
共立女短大○山口庸子　共立女大永山升三

　【目的】　より鮮明なパステル色調の染色を目的として染色後蛍光増白処理が行われてい

る。しかし、色合わせを行うえでの蛍光増白剤の色調に及ぼす影響について詳細な研究は

行われていない。そこで、蛍光増白濃度と色調の関係について光学的な測色値をもとに解

析を行い、更に、照明光の違いが心理効果に及ぼす影響に七）いて検討した。

　【方法】綿カナキンを対象に堅牢度の高い反応染料８種を用いて淡色から濃色（5段階）

の染色後蛍光増白処理を行い試料布を作成した。蛍光増白剤はジアミノスチルベンスルホ

ン酸系のホワイテックスSKCとジスチリールピフェニール系のチノパールＣＢＳを0.05,

　0.1, 0.5, 1, 2％o.w. f.濃度で使用した。測色にはD65光源の分光色差計（NF-90 ・日本

電色）を用いて反射率曲線を測定し、ＣＩＥＸｙ色度図およびＣＩＥＬＡＢによる計量心

理量のメトリック明度・彩度を求めた。視覚評価による官能検査から、黄・赤・青色系を

対象に照明光源（Ａ・D65 ･蛍光灯・紫外）の違いが心理効果へ及ぼす影響を検討した。

　【結果】①分光反射率曲線の測定から、何れの色相においても淡色染色物は蛍光増白剤

の影響を受けやすく、高濃度の蛍光増白処理布では濃度消光の影響を受け反射率は低下し

た。　②ＣＩＥＸｙ色度図上では蛍光増白処理によって一定の方向に移動する傾向を示し

た。また、メトリック明度と彩度の関係から、淡色の赤・青系では彩度は上昇し鮮やかに

なるが、黄色系では彩度は低下した。　③官能検査の結果、蛍光増白処理により赤・青系

では青味を増してより視覚的に鮮明な効果を与えるが、黄色系では白っぽくなり鮮明さは

低下した。この視覚への影響は紫外線を多く含む照明光源ほど顕著な傾向を示した。
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